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イエ カ成虫に及ぼす温漏度の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　外 山　寛樹

Toyama
，
　H ．： Influence　of　temperature 　and

　　 humidity 　on 　the　adult 　of　Culex

　私は イ エ カ成虫 に 及ぼす褞濕 度 の 影響をみ る た め に 次

の樣な実驗を行 い 以下 の 成績 を得た．

　1．実驗方法　温度保持に は 0°

，10° ，30ec （以 下 何れ

も澀度 は攝氏） の 恒湘器を用 い ，更 に 室澀 をえ らん だ．

濕度 は OD，10°，の もの で は 0 ％ か ら 100 ％ （以 下 何れ も

濕度 は 相対濕度を示す）IZ　ig　20　％S 　［こ 6段階に ， 30°
の

もの は 10 ％毎 に 12 段階 に ，更 に 室 温 の もの に ば 以 上 の

他 に 95 ％ の 濕 度 の もの を加 え た。倚お 濕 度保持 に は硫

酸 こ よ ろ 簡易調濕法 を 川 い
』‘
：各濕度 を 示 す恒濕容 器 を 作

り，此 に よ り所定 の 濕度 を 保 つ た ．宍驗に 用 い た 蚊は

20°C で 飼育 し孵 化 さ せ た C ．pipie” s の 成虫 を 用 い ，各

容器 に 入れた蚊 の 数は 35匹〜78匹 と一
定 して い な か つ

た ．観察 は 最初 は 毎 日，後 は 隔 日，そ し て 5 日 目毎に し

た．爾 お飼育 に は 10 ％ の シ ロ ッ プ 水を與えた ，

　 2． 実驗成績 　i）0°

の もの … ・0 ％，2  ％，60 ％ の も

の ば 2〜3W で 全部死滅，40 ％，80 ％ の 濕 度 の もの で は

最長 30 日聞生 存 し，100 ％ で は 最長 60 日 闖 の 壽命を保

つ た ．荷お餌 を與えず se　％ で 飼育 した もの も 22　H間生

存 した ．ii）10°の もの … ・
全般 に 長命 で fO　tt、．3 月 26

日 で 110 日聞を 経過 し て い る が 濕度 80 ％ で 爾 お 85 ％ の

生存率を 示 し最高 で あ る．以 下 濕 度 60 ％ で は 78 ％，濕

度 44 ％ で 66％，濕 度 100 ％ で は 38％ の 生 存牽で あつ

た。但 し 0 ％の もの は 3月 1H
， 85 日の 経過 を以 て 78

匹全部 が 死滅 し て い る ．iii）3G°の もの … ・濕度 O ％，

10 ％ で は 25n 聞で 40〜60 匹全部 が 死滅，更 に 80％を

除 い た 8 つ の 濕 度容器 の もの も 40 〜 55 日間 で 死滅 し，

只 80％ の 濕度環境 の も の が 僅か lt長 く90 日聞生 存 し

た ．iv〕室温の もの … ・6 ♀別 々 に 生 存犁を 表わ す と，

3 で 最高 の 生存攀を表 わす の は 濕 度 90 ％ の も の で 49

％，95 ％ の 濕 度 で 45 ％次 い で 100 ％ の もの で 38　％，更

に濕度 20 ％ で 34％ ， 他 は 全 て 数 10％ に 遏 ぎない ．此

に 比 し ♀ で は最高が 濕 度 20 ％ で 93％ の 生存率，他 の 濕

度環境で も何れ も高い 生 存率を 示 した ．概括
… ・

以 上 を

概括する と 次 の 捺に な る．  過度高温 （30D 以上），過度

低温〔0
°

）は飼育環境 に は 不 適当で あ ろ．此 の 場合比較的

高濕部 で蚊成虫 は 長命を保 つ ．  温度 の 比較的低い 室温

で の 飼育は好成績 を 示 し，日．つ 濕度が 0％ ，100％ と極

端 で 無い 限 り，余 り濕度の 影響 は 考 え られ な い ，最 も高

い 生存率を示 す の は ♀ の み の 場合 93 ％ が 越冬 し た 事 に

な る ．  3 も或る 程度 の 数 の もの は 越冬可能で あ る． 

100前後 の 温度 に よ る飼育が最 も成績 よ く，特に 80％前

後 の 比較的高濕部 が い 乂樣で あ る。〔鳥 取 大公 衆衞詳〕

ア カイ エ カの 産卵及び繁殖 〔II〕

　　　　　　　　　　 小林晴攻郎 ・ 岩崎敏雄

Kobayashi
，
　H ．＆ Iwasaki

，
　T ．： Seasonal

　 ProPagation 　of 　Culex　PiPiens　（II）

　第
一

報告 （1950年の成績）に続い て今回 は 1952 年一年

の 観察結果 を述 べ ろ ．今回 は ア カ イ エ カ の 奩i卵数 の 淌長

の 他 に ， 実臉室内 で 飼育 し て ， その 発育所要 日数 の 長

短，室内飼育成虫 の 諏 命 を も併 せ て 槻 察し た ．1） 産 卵

数，1952 年大阪市東戍区 の
一

民家 の 観察 で あ るが，階下

と階上 の 二 個所 の 琵卵 の 如何 を檢 した ．然 る に 階下 の 水

槽セこは 若干 の 産卵 を認 め た が ， 階上 の 4 永槽 に は途 に
一

年 聞 琵卵を 認 め 得 な か つ た ．此 の 原因 に つ い て は種 々 考

えた が逾 に 之を明 か に し得な か つ た．一
年間 の 産卵は総

数 1132個で ，6 月 9 日に 初 め て 蓬卵を認 め ，最後 の 産卵

は 10 月 12 日で あつ た．産卵は 7 月と 9 月に 多 い が ，一

力年 中 に 約 5 回 の 峯を認 め る ．2）癸育所要時間，3 月 に

初 め て 10 月迄 に 亘 っ て行つ た ．之 に よ る と，琵卵 よ り羽

化 まで の 所要 日数 は 4 月 16 〜 25 日，5 月 9〜17 日， 6 月

9〜11 日 ， 7月 9〜19 日，8 月 9〜16 日，9 月 11〜 26 日，

10 月〜11 月 36〜59 日 で あ る．7〜8 月 （室温約 30cC 以

上）は 発育 が甚だ悪 く，朋化数が 少なか つ た．尚 お 吸血

後産卵迄 の 日数 は 約5 日間 で あつ た．3）成虫 の 生 命，

蔗塘液を與 えて 飼つ て 生 命を み る と 2）の 場合 と 同務｛に

高温 の 時 は 早 く死 ぬ もの が 多 か つ た ．

　　　　　　　　　　　　　　〔京都 府 立 医大 医 動 物〕

一年間に於け るア カ イ エ カの 産卵と孵化 に関

す る研 究 （昭和 27 年度）　　　　 ト 部 　 昭

Urabe
，
　A．：　Studies　on 　the 　oviposition

　 and 　the　hatching　of　 eggs 　of 　Culex

　　　　 pipiens　during　1952

　前年度 に 引続 きア カ イ エ カ の 琵卵孵化 に 関して観察を

行 つ た ．重点を お い た産卵 の 季節的淌長は昨年同漾人工

的 に腐敗 を惹起 せ しめ て 薩卵数 の 増減を観察した．即 ち

防火水槽八槽中，漏水破損 の た め 主 と し て 琵卵 の 行われ

た の は こ の 中四 槽で あ り，之 に 適宜鼡屍或は 草塊 の 投入
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